様式第４号
仕様適合明細書
（高速液体クロマトグラフ質量分析装置）
商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	仕様項目
	適合
	特記
事項
	資料No.
	審査

	高速液体クロマトグラフ部
	システム耐圧が100MPa以上であること。
	可・否
	
	
	

	
	2液以上の高圧溶媒グラジエントが可能であること。
	可・否
	
	
	

	
	カラム恒温槽は20～60℃の範囲で温度設定が可能であること。
	可・否
	
	
	

	
	注入量は0.5～50μLの範囲に対応可能であること。
	可・否
	
	
	


	
	サンプルキャリーオーバーが0.01%以下であること。
	可・否
	
	
	

	
	サンプルヒーター・クーラーは4～40℃の範囲で設定可能であること。
	可・否
	
	
	

	
	オートサンプラーを有し、同サンプラーに1.5mLあるいは2.0mLのバイアルを70本以上セットすることが可能であること。
	可・否
	
	
	

	
	各溶媒ラインにデガッサー（脱気装置）を備えていること。
	可・否
	
	
	

	
	リザーバートレイを有していること。
	可・否
	
	
	

	
	装置（LC-MS/MS）由来の不純物のピークが発生する場合は、移動相溶媒送液ポンプと試験液注入口の間に固相カラムを装着して不純物のピークを試験液のPFASのピークから分離することが可能であること。
	可・否
	
	
	


	仕様項目
	適合
	特記
事項
	資料No.
	審査

	
	質量分析装置はタンデム質量分析型であること。
	可・否
	
	
	

	
	検出器のダイナミックレンジが6桁以上であること。
	可・否
	
	
	

	
	10～1,200m/zの範囲の質量が測定できること。
	可・否
	
	
	

	
	インターフェイス・イオン化部の洗浄などの日常メンテナンスが、真空を解除せず簡単に行えること。
	可・否
	
	
	

	
	イオン化法はエレクトロスプレーイオン法（ESI）を備えていること。
	可・否
	
	
	

	質量分析部
	クロストーク防止機能を有すること。
	可・否
	
	
	

	
	レセルピン感度が1pg（オンカラム）でS/N比750,000以上であること。
	可・否
	
	
	

	
	PFAS 4種（PFOS、PFOA、PFHxS、PFNA）の測定感度が次のとおりであること。

0.05μg/L（注入量5μL以下）のS/N比が10以上、かつ5回繰返し測定の変動係数が10％以内であること。
	可・否
	
	
	

	
	質量スキャン速度が10,000Da/sec以上であること。
	可・否
	
	
	

	
	SRM（MRM）測定と同時にプロダクトイオンスキャンを行い、化学物質の確認ができること。
	可・否
	
	
	

	
	正負イオンの同時測定が可能でポジティブモードとネガティブモードの切替時間が25msec以下であること。
	可・否
	
	
	

	
	最小Dwell timeが5msec以下から設定できること。
	可・否
	
	
	

	質量分析部
	全イオンモニタリング（TIM）、プロダクトイオンスキャン、プリカーサーイオンスキャン、コンスタントニュートラルロススキャン、SRM（MRM）測定が可能であること。
	可・否
	
	
	

	
	全イオンモニタリング（TIM）とSRM（MRM）の同時測定が可能であること。
	可・否
	
	
	

	
	コリジョンガスに窒素、又はアルゴンが使用できること。
	可・否
	
	
	

	
	2017年以降に販売開始（モデルチェンジ*含む）された製品であること。
*：モデルチェンジとは型式の変更を伴うものを対象とする。軽微な変更（外観等）は含まない。
	可・否
	
	
	


· 審査の欄には記載しないこと。
· 適合の欄が「否」となる場合は、仕様に適合しないものと判断しますので、「可」となる機器を選定してください。
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